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紫外線が、 

気になる季節に 

なってきましたね。 

 

 

か ん ば ら こ う い ち ろ う 

神 原 宏 一 郎 の 

つ な が り 通 信 
 ～生活・社会そして人・・・すべては政治とつながっている～ 

４月に行われた市長選挙・市議会議員補欠選挙は、市長選挙が無投票、市議会議員補欠選挙は、   

投票率がたったの１６．４８％。有権者の関わりが極めて低い選挙に強い危機感と虚しさを抱きました。 
一方、選挙にかかる税金の支出や業務体系に改善が必要ではないかと感じる点がいくつかありました。 

各業務を精査し、民間委託を進めるべき 
職員が行わなくても良い業務や、職員でなくても 

出来る業務がかなりあるように感じます。 

 
投票関係業務に従事する職員が多すぎる！！ 
投票関係の人件費は約２１８０万円で、投票管理者・

立会人、市職員、民間従事者への報酬や手当です。 

投票所１か所に投票管理者１人、投票立会人２人、    

市職員３人、民間従事者約５人が配置されています。 

手当は、投票管理者２９０００円、立会人１２１００円、 

市職員約４万５０００円、民間従事者１７８００円。 

市職員は約２７０人配置されましたが、それだけの  

職員が従事しなければならないのでしょうか？ 

手当の支給ではなく、代休を付与するべき 
高額な手当を支給するよりも、代休を付与する 

ことで経費の抑制が図れます。 

 
開票関係業務に従事する職員が多すぎる！！ 
開票関係の人件費は約５９５万円で、開票業務は 

ほぼ全て市職員が行っています。予算では、開披、計数

など様々な業務に４４０人の職員を配置し、一人平均 

約１５０００円の手当となっています。手当の支給では 

なく、代休を付与すべきではないでしょうか？そもそも、

全ての業務を市職員が担う必要があるのでしょうか？ 

広報関係費が意外と高い！！ 
市内にはポスター掲示場が４９１か所設置され、選挙公報や

投票所案内地図は全戸配布され、選挙ＰＲ車が市内を   

巡回し、広報看板も多数設置されています。広報関係費は 

少 な く と も ２ ０ ０ ０ 万 円 以 上 支 出 さ れ て い ま す が 、        

広報手段や費用対効果を研究する必要があると思います。 

ネットやデジタル媒体を活用すべき 
インターネットやデジタル媒体、フェイスブックなど  

無料で広報できる手段の活用を図るべきです。 

  市長選挙・市議会議員補欠選挙の費用は予算ベースで 

  実に約１億２３５０万円！！ 
  （内、人件費が約３９００万円、物件費が約８４５０万円） 

（注）これらの数値は予算額であり、執行額とは異なります。 

職員定数の削減が続く中、市職員は、 

市職員でしか出来ない業務、市職員が 

すべき業務に特化して従事すべきです。

広報が足りないから、投票率が低い訳 

ではないと思います。広報手段・媒体の

見直しが必要です。 

 



 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

神原宏一郎のつぶやき通信 
子育てを中心とした私的なつぶやきをしています。 
 

生後４か月で保育所デビュー！！ 
妻が４月から復職し、愛娘は早くも保育所に通って

います。保育所に連れていくと、親との別れを寂し

がり泣いている子どもの姿がちらほらと。一方、  

我が娘は、全く人見知りをせず、喜んで保育所の 

先生の腕の中へ行き、笑顔で見送ってくれます。 

むしろ、こっちが少々、寂しくなるくらいです・・・泣 
 

離乳食にも好みがある！！ 
先月から徐々に離乳食を開始しました。人参、  

かぼちゃ、豆腐の裏ごし、メロンの果汁などなど。 

でも、娘のお気に入りは、お米（お粥）のようです。 
 

市の公共施設は、学校・公民館・図書館・市営住宅・病院・スポーツ施設・駐車場など膨大な数あります。

総務省は『公共施設等総合管理計画の策定要請』を各自治体に出し、公共施設について長期的視点で、

更新・統廃合・長寿命化計画の立案を求めています。また、昨今、道路や上下水道に関する事故が   

増えており、公共施設以上にインフラ施設の整備に関する観点が重要です。では、いったい豊中市の  

市有資産がどれくらいあり、今後、更新や整備にどれくらいの費用が必要なのか気になりませんか？？？ 

発行元 前向きひろば ～Positive Square～ 
 

〒560-0021 豊中市本町 3-1-20 エルビル 2 階 

ＴＥＬ＆ＦＡＸ：06-6854-5664  
平日（祝日は除く）の 10 時から 17 時はスタッフがおります。  

ｙoung_spiritjp@yahoo.co.jp 
http://www.geocities.jp/positive_square/ 
Facebook 活用しています！！ 
「つながり日記」毎日 HP で更新中！！ 

※ご希望の方には通信を無料でお届けします。お気軽にご連絡ください。 

市の公共資産（土地・建物等の固定資産）は、 

約５８８５億円！！ 
（参照）豊中市のバランスシート（貸借対照表） 

公共資産の内訳ですが、平成２５年３月末現在で、以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

生活インフラ関係（道路・公園・下水道など） ２８１１億円 
教育施設（学校・図書館・公民館など） １１３６億円 

福祉施設（保育所・老人センターなど） ３５２億円 

環境衛生施設（病院・水道など） １０７９億円 

産業振興施設（農業関連施設など） ７３億円 

消防（消防署など） ９０億円 

その他施設（市庁舎・ホールなど） ２５８億円 

疑問①各施設の維持管理費は？ 
土地や建物にかかる毎年の維持管理費を厳密に 

算出すべきです！！  
 

疑問②将来的な改修や更新等の費用は？ 

将来的な改修・更新費用を明確にすべきです！！ 

将来世代の負担が全く見えない資産管理！！ 
豊中市では個々の土地や建物の維持管理費や将来の改修・更新費を明確に算出して

いないため、将来的に維持していくべきか否かを判断しかねる状況になっています。 

その結果、必要以上に公共資産を保有、維持したり、将来世代への負担やツケを  

増やすことになっていると思います。 

 
 
 

 

豊中市では、役所や市有施設の自販機の設置使用料を  

免除するケースがほとんどでした。 

そこで、自販機の設置を公募入札にして、設置使用料を得る

よう提案した結果、現在では、年間約７７０万円の収入を得て

います。しかし、まだまだ改善の余地があります。 
 

①未だに一部の団体に使用料免除で設置させている 

早急に公募入札に切り替えるべきです！！ 
 

②自販機を設置すれば収益を見込めるスペースがある 

積極的に自販機の設置を許可し、公募入札を実施し、    

歳入確保に努めるべきです！！ 


